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平成 4 年
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重
信
町
六
月
定
例
議
会

一
般
会
計

高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業
な
ど

七
億
千
八
百
二
十
三
万
円
を
補
正

ぶ

第
百
四
十
四
国

重
信
川
議
会
定
例

会
は
、
六
月

二
十
六
日
に
招
集
さ
れ

六
月
二
十
九
日
ま
で
の
四
日
間
の
全

期
で
聞
か
れ
ま
し
た

。

提
出
さ
れ
た
七
億
千
八
百

二
十
三

万
七
千
円
(
累
計
五
十
七
億
五
千

一
一

百
二
十
三
万
七
千
円
)
の

一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど

十
五
議
案
が
審
議
さ

れ
、
全
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た

。

一
般
質
問
は
、
凹
名
の
議
員
か
ら

高
齢
化
対
策
、
道
路
整
備
、
保
健
行

政
な
ど
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

の~ -f し報広

。
一
般
会
計
補
正
予
算

O

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

六
O
、
六
八
九
千
円

O

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

一
四

一 、

六

一
四
千
円

。

志
津
川
伽
呂
線
改
良
事
業

一
O
四
、

一
一
一
千
円

。

高
速
道
路
間
辺
整
備
事
業

一
八
四
、
四
九
七
千
円

。
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

O

住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業

一
一

、

一
四
O
千
円

。
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
の
策
定

重
信
町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構

想
を
定
め
る
も
の
で
す

。

。
工
事
請
負
契
約

野
田
土
地
区
画
整
理
事

業
の
基
本

事
業
対
応
道
路
工
事
を
、

一
億
六
千

百
十
九
万
五
千
円
で
安
永
土
建
株
式

会
社
と
、
保
留

地
処
分

金
対
応
二
期

工
事
を
二
億
五
千
五
百
四
十
四
万
円

で
株
式
会
社
二
神
組
と
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し

サ
~。

。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

前
任
者
辞
職
に
伴
う
教
育
委

員
に

新
し
く
仲
田
稔
輔
氏
(
北
野
田
)
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

。

。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員

に
小
網
利
雄
氏
(
見
奈
良

・

再
)
、

池
田
照
雄
氏
(
志
津
川

・

新
)
を
推

薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
だ

よ

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

国
保
へ
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど

第
三
者
(
加
害
者
)
か
ら
受
け
た
傷

病
に
よ
る
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て
、

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
が
、

そ
の
弁
償
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、

遅
れ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
国
保
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

こ
の
場
合
、

次
の
条
件
や
手
続
き
が
あ
り
ま
す

。

加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を
受

け
と
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
は
使
え

ま
せ
ん
。

国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る
と

会
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
に
よ
り
、
国
保
は
加
入
者

の
医
療
費
手
二

時
的
に
立
て
替
え
、

あ
と
か
ら
加

害
者
に
費
用
を
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出

が
な
い
と
、
国
保
が
使
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て

下
さ
い

。

(
届
出
用
紙
は
役
場
・

住
民
課
に
あ

り
ま
す
)

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い
が

つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま

う
と
、

そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の
内
容
が
優

先
す
る
こ
と
に
な
り

、

た
と
え
ば

示
談
書
に
医
療
費
は
国
保
を
使
っ
て

す
ま
せ
る
と
い
う
よ
う
な
内
容
を
盛

り
こ
む
と
、
示
談
の
成
立
後
は
、
加

害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
り
、
被
害

者
本
人
が
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
を

結
ぶ
前
に
、
必
ず
役
場
住
民
課

・

国

保
係
へ
届
け
出
て
下
さ
い

。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

3

つ
の
注
意
点

①
警
察
に
届
け
て
、
交
通
事
故

証
明
書
を
も
ら
、
フ

②
国
保
で
治
療
を
受
け
る
場
合
、

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
役
場
・

住
民
課
へ
提

出
す
る

③
示
談
は
、
必
ず
、

相
談
し
て
か
ら

国
保
係
に

年
金
だ

よ

ご
存
じ
で
す
か

学
生
に
係
る
保
険
料
免
除
基
準

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
お
済
み
で

す
か

。

学
生
の
皆
さ
ん
が
適
用
の
対
象
と

い
う
こ
と
は
、

一
般
の
被
保
険
者
と

同
様
、
学
生
本
人
ま
た
は
世
帯

主
に

保
険
料
の
納
付
義
務
が
生
じ
ま
す。

し
か
し
、
学
生
本
人
ま
た
は
世
帯
主

に
保
険
料
の
負
祖
能
力
が
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り

一
般
の
第
一
号
被

保
険
者
と
は
異
な
っ
た
基
準
で
保
険

料
免
除
の
途
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
夫
婦
と
子
供
二
人

世
帯
の
例
で
は
、
学
生
が

一
人

の
場

合
で
、
親
元
世
帯
に
同
居
し
て
い
る

か
、
別
居
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

通
っ

て
い
る
大

学
等
が
国
公
立
か
私

立
か
に
よ
っ
て
、
前
年
の
親
元
世
帯

の
給
与
収
入
が
別
表
(
今
年
度
改
正

さ
れ
た
免
除
基
準
)
の
額
を
下
回
る

場
合
に
学
生
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

た
だ
し
、
学
生
本
人
が
前
年
に
所

得
税
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は
保
険

料
は
免
除
さ
れ
な
い
事
に
なっ
て
い

ま
す

。
詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

、
、E
，
，

算

制

4

目

土

向
山
山間

算

出

換

η

の

よ

へ

列

ス

サ

一

切

ベ

制

入

鳩

収

M

ゆ

仰

宮
武

平
，

準

剖

基
k
u

同 居 月 IJ 居

国 公立 約 61 0 万円 約 670 万円

和、 立 約 695 万円 約 755 万円

国公立学生1人増につき(同居)約 65万円増

(別居)約125万円増 l

私立学生l人増につき (同居)約145万円噌

(別居)約205万円増
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集募貝職町信重

な
お
、
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
方
、
誤
り
が
あ
る
方
は

厚
生
課
(
宮
六
四
1

ニ
0
0

こ

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

。

(
敬
称
略
)

〈
横
河
原
〉

。

岡
田
義
光
・

ミ
ツ
ル

。

佐
伯
正
雄

・

鶴
枝

。

和
田
嘉
正
・

澄
子

〈
志
津
川
〉

。

大
西
善
行

・

久
枚

。

玉
井
満
利

・

マ
サ
コ

。

十
亀
属

一
・

鹿
江

。

宮
田
義
行
・

タ
ミ
子

〈
西
岡
〉

。

谷
村
鷹
柾
見
・

末
美

〈
見
奈
良
〉

o

有
光
保

・

勝
子

。

安
平

一
行
・

ト
ミ

エ

重信町職員を次のとおり募集します。

1 . 募集人員

一般事務職、保母、教諭(各若干名)

2. 応募資格

昭和42年 4 月 2 日以後に生まれた者で、 学歴

は問し、ません。 (男子は消防職員 との併願可)

3. 試験日

平成 4 年10月上旬(会場

4. 試験科目

一般教養試験、作文、面接

5. 受験手続

平成 4 年 9 月 1 8 日までに履歴書 (写真貼付)

と健康診断書(胸部 X線撮影による診断必要)

を総務課へ提出。

(照会先総務課

町民会館)

ft64-2001 ) 

水
道
だ
よ
り

〈
田
窪
〉

。

伊
藤
勘

一
・
艶
子

。

田
井
野
親

一
・

ウ
エ
コ

〈
牛
淵
〉

。

篠
原
信
義
・
フ
ミ

エ

〈
南
野
田
〉

。

束
村
善
温
・

マ
サ
子

。
八
塚
進

・

カ
ズ
ミ

〈
北
野
田
〉

。

大
窪
忠
則
・

サ
ダ
子

。

隅
田
蕎
雄
・

ユ
リ
子

。

山
本
書
柴

・

マ
サ
子

〈
下
林
〉

。
青
山
卯
之
助
・

タ
マ
エ

。

伊
藤
恭
次
郎

・

八
重
子

。

森
捗
・
ヨ
シ

子

〈
上
村
〉

。
岩
田
周
虎
・
卜

ミ

エ

募集

八
月
一
日
i

七
日
は

『

水
の
週
間
』
で
す

水
は
生
命
の

源
で
す

。

.

水
は
私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
ゃ

農
業

、

工
業
な
ど
の
産
業
活
動
を
支

え
る
重
要
な
資
源
で
す

。

し
か
し
、
こ
の
大
切
な
水
も
け

っ

し
て

豊
富
で
は
な
く
、
い
ま
や
限
り

あ
る

貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す

。

毎
日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水

。

こ
の
機
会
に
、
い
ま

一
度
水
を
み

な
お
し
、
く
ら

し
と
水

・

資
糠
と
し

て

の
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

年
に
一
度
は

貝

東温消防署に勤務する消防職員を次のとおり 募

集します。

1 .募集人員

消防職員

2. 応募資格

( 1 )昭和42年 4 月 2 日か ら昭和50年 4 月 1 日ま

でに生まれた男子で、高校卒業程度以上の学

力を有する者

(2 )身長 1 60cm以ー仁、体重56kg以上、視力1. 0以上、

(矯正視力は裸眼視力が0 . 5以上) の者

( 3)重信町一般事務職との併願可

3 . 試験日

平成 4 年10月 上旬(会場

4. 試験の種類

一般教養試験、作文、体力試験、面接

5. 受験手続き
平成 4 年 9 月 18 日までに所定の申込書を総務

課に提出。 (照会先 総務課 ft64ー 200 1)

町民会館)

消防職

2 名

東温

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
グ

飲
用
井
戸
等
の
水
を
検
査
し
て
い

ま
す
か

。

飲
用
に
井
戸
等
を
使
用
し
て
い
る

場
合
、
年
に

一
固
定
期
及
び
臨
時
の

検
査
を
受
け
る
よ
う
努
め
て
下
さ
い
。

水
質
検
査
の
実
施
機
関

松
山
中
央
保
健
所

松
山
市
北
持
田
町
二
二
二

宮
四

一l

一
一
一
一

県
立
衛
生
研
究
所

松
山
市
三
番
町
八
丁
目

一
O

E
三

一
|
八
七
五
七

予
防
医
学
協
会

松
山
市
宮
田
町
六

六

包
囲

|

七
九
七
七

重
信
町
給
水
工
事
業
者
指
定
に
つ

い
て平

成
四
年
七
月

一
日
付
で
次

の
業

者
が
追
加
、
指
定
業
者
に

な
り
ま
し

た
高
橋
住
設
田
窪

二
O
九
九
|

二

六

宮
六
四
|

六
七
九

一

さ
く

ら

い
設
備
北
野
田
九

三
六

位
六
四
l

八

一
四
九

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
へ

金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦
は

昭
和
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

昭
和
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
婚
姻
届
出
の
方

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

重
信
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚
式

を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
祝
福
す
る

た
め
、
九
月
の
敬
老
週
間
の
期
間
中

に
(
九
月
四
日
)
、
町
民
会
館
に
お
い

て
、
老
人
福
祉
大
会
(
式
典
・

記
念
行

事
)
を
挙
行
し

、

心
か
ら
お

喜
び
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す

。

そ
こ
で
、
金
婚
式

該
当
ご
夫
婦
に

は
八
月
下
旬
に
福
祉
大
会
式
典
の
案

内
を
い
た
し
ま
す
の
で

、

ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い

。

8 月の納税

町県民税第2期

国民健康保険税第2期

納税期限 8 月 31 日 (月)

第 3期

来月は

国民健康保険税
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重
信
町
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

設
立
二
十
周
年
記
念
式
開
催

七
月
十
二
日
(
日
)
に
、
青
少
年

補
導
セ
ン
タ
ー

の
設
立
二
十
周
年
を

祝
う
記
念
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

補
導
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
四
十
六
年

開
設
以
来
、
多
く

の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
青
少
年
の
非
行
防
止
、
健
全

育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

。

多
数
の
来
賓
の
ご
出
席
を
項
く
中
、

束
村
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
功

績
の
あ
っ

た
十
九
名
の
方
々
(
別
表
)

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ

れ
を
受
け
、
受
賞
者
を
代
表
し
近
藤

宏
さ
ん
が
、
二
十

一
世
紀
に
生
き
る

子
供
た
ち
の
大
い
な
る
前
進
の
た
め

今
後
も
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
力
強

く
述
べ
ら
れ
ま
し
た

。

そ
の
後
、
重
信
中

学
校
三
年
の
宮

内
恵
美
さ
ん
、
東
温

高
校

一
年
の
明

星
覚
き
ん
、
補
導
委
員
の
松
田
豊
和

さ
ん
の

三
名
に
よ
る
意
見
発
表
が
あ

り
ま
し
た

。

松
田
さ
ん
は
、
補
導
委

員
と
し
て
地
域
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
た
時
、
私
達

一
人

一
人
が
色
々

な
地
域
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の

子

供
を
知
り
情
報
を
得
る
と
共
に
青
少

年
の
た
め
の
良
い
環
境
、
良
い
地
域

を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い

か
と
発
表
さ
れ
ま
し
た

。

最
後
に
記
念
講
演
を
行
い
、
補
導

セ
ン
タ

ー

活
動
の
節
目
と
な
る
意

義

あ
る
記
念
式
と
な
り
ま
し
た

。

九
月
十
-
一日
の
士
曜
日
か
ら

学
校

週
五
日
制
が
始
ま
り
ま
す
。

補
導
セ

j-;' の~-y し報広

ン
タ
ー
も

学
校
・

家
庭
・
地
域
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
な
お

一

層
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
て

参
り
ま
す

。

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

感
謝
状
贈
呈
者

重信町青少年補迫骨ン今一

設立 20周年l喜己念式

必
工
品
嗣

4

4

j

 

栗
原
相
原

高

橋

Hi

-ｭ

HPI

E
-

大
北

竹
川

村
リ

和
田

高
須
賀

葛
原
赤
松
倉
瀬

丹
生
谷

近
藤

高
須
賀

岡
本
松
田

羊
之

R

μ

漏
出

立
口

山
田

/ 一 一 ー ー 一一 -, 、、

寿弘重善義平孝友春手IJ重慶盟

敬
称
略

明 三 有l 篤清 宏 雄清男雄保明 一 太弘通茂 吉吾

七
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横
河
原

見
奈
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北
野
田

横
河
原

牛
洲
下
林

志
津
川

田

窪

牛
洲
牛
洲
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村

下
林

志
津
川

牛
法
西
岡

志
津
川

ヒ
林

松
山
市

町
一
昨

自
分
に
正
直
な
生
き
方
と
は

!F2 
tリj

重信中学校 3年

宮内恵美さん

中
学
三
年
生
の
今
、
私
た
ち
は
、

進
路
選
択
と
い
う
、
非
常
に
大
切
な

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す

。

こ
れ
ま
で
、

霧
の
よ
う
に
か
す
ん
で
い
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
希
望
ゃ
あ
こ
が
れ
が
、

一
つ

の
姿
と
な

っ

て
、
自
分
の
前
に
現
れ

て
く
る
、
ま
た
、
そ
れ
を
探
し
出
す

時
期
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

。

私
は
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
目

指
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

世
の
中
に
は
、
本
当
に
い
ろ
い

ろ
な
人
が
い
ま
す
。
い

ろ

い
ろ
な
考

え
方
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
を
し
て
い

ま
す

。

そ
ん
な
中
で
、
体
の
不
自
由

な
人
も
、
自
分
の
持
つ
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い

、

私

は
将
来
、
特
殊
学
校
の
先
生
に
な
り

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

そ
の
た
め
に
今
、
自
分
の
中
に
潜

む
偏
見
意
識
を
な
く
す
た
め
、
養
護

学
校
と
の
交
流
や
、
運
動
全
な
ど
の

行
事
に
は
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
進
路
は
、

自
分
自
身
で
切
り
拓
い
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん

。

他
人
の
組
ん
だ
プ
ラ

ン
ど
う
り
に
生
き
て
い
く
の
で
は
つ

ま
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
問
凶
を
見
つ
め
て
み
る

と
、
自
分
の
進
路
は
お
ろ
か
、

今
の

自
分
自
身
の
姿
さ
え
、
十
分
に
見
椋

め
ら
れ
て
い
な
い
人
も
い
る
よ
う
で

す
。

非
行
に
走

っ

て
い
る
人
で
す

。

非
行
と
い
う
こ
と
で
よ
く
聞
か
れ

る
も

の
で
は
、
ス
ー
パ
ー

や
デ
パ
ー

ト

で
の
万
引
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

、

バ
イ
ク
や
自
動
車
の
窃
盗
、
無
免
許

運
転
な
ど
も
そ
う
で
す

。

い
じ
め
の

問
題
も
、
最
近
、
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た

。

本
人
に
と

っ
て
は
、
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
や
り
、
生
き
た
い
よ
う

に
生
き
て
、
「
自
分
の
気
持
ち
に
正
直

な
の
だ
」
と
思

っ

て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
私
に
は
疑
問

が
残
り
ま
す

。

本
当

に
、
そ
れ
が
自

分
に
正
直
に
生
き
て
い
る
の
だ
と
、

胸
を
張
っ

て
い
え
る
こ
と
な
の
で
し

ょ

、
っ
か
。

自
分
に
正
直
な
生
き
方
と
は
、
そ

の
せ
つ
な
を
思
い
の
ま
ま
生
き
る
こ

と
で
は
な
く
、
白
分
の
将
来
を
見
据

え
、
希
望
の

実
現
の
た
め
に
努
力
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
、
だ
れ
し
も
弱
い

一
面
を
持

っ
て
い
ま
す

。

と
、
同
時
に
、
そ
れ

を
押
さ
え
よ
う
と
す
る
、
自
制
心
と

よ
ば
れ
る
強
い

一
面
も
持
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
弱
さ
に
気
付
く
こ
と
が
、

強
く
な
る
た
め
の
、
秘
け
つ
で
し
ょ

う
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、

当

事
者
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
、
」
と
、

そ
の
人
を
と
り
ま
く
環
境
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要

素
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

非
行
に
走

っ

て
い
る
人
に
不
足
し

て
い
る
の
は
、

真
の
自
分
を
知
ら
な

い
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

。

実
は
、
自
分
の
思
い
の
ま
ま

生
き

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
自
分
の
本

当
に
望
む
生
き
方
の
厳
し
さ
か

ら
、

逃
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ

う

か
。

そ
ん
な
、

今
の
自

分
の
姿
に
、

少
し
で
も
早
く

、
目
覚
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す

。

そ
れ
と
同
時
に

、

い
や
そ
れ
以
上

に
、
周
囲
の
人
の
関
わ
り
と
い
う
も

の
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

お
も

ち
ゃ
の
列
車
を
思
い
浮
か
べ

て
み
て
下
さ
い

。

一
度
、
脱
線
し
て

し
ま
う
と
、
動
き
が
止
ま
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
ひ

っ
く

り
返
っ
て
し
ま

っ

た
り
、
だ
れ
か
の
手
助
け
の
な
い
限

り
、
自
分
か
ら

も
と
に

戻
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

。

人
の
人

生
も

、

こ
れ

に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す

。

自
分
で

、

歩
む
べ
き
道
を
見
極
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま

た
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
も
あ
り

ま
す

。

後
者
の
と
き
、
真
の
友
情
と

い
う
も
の
が
、
見
え
て
く
る
も
の
で

も
あ
る
し
、
必
要
に
も
な
っ
て
く
る

と
思
う
の
で
す

。

難
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
は
思
い

ま
す
が
、
私
自
身
、
そ
ん
な
友
情
を

見
付
け
て
い
き
た
い

、

ま
た
、
自
分

の
な
か
に
、
そ
う
い
う
心
を
育
て
て
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い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
私
の
周
り
に
、
自
分
を
見

失
っ
て
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
一
緒
に
生
き
方
を
探

し
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
心
の
広

さ
と
豊
か
さ
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
私
自
身
力
に
な
れ

る
だ
け
の
強
さ
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
っ
と
、
自
己
を
冷
静
に

見
つ
め
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、

自
分
を
磨
い
て
い
こ
う
と
、
今
決

心

し
て
い
ま
す
。

松
山
広
域
都
市
計
画
事
業
野
田
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
墓
地
改
葬
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

松
山
広
域
都
市
計
画
事
業
野
田
土

地
区
画

整
理
事
業
に
伴
い
、
重
信

町

大
字
北
野
田
字
北
野

一
一
四
九
・

同

所
一
一
五
0

・
同
所
一
一
五
二
・

同

所
一
一
五
六
・

同
所
一
一
六
四
・

同

所
一
一
七
五
番
地
に
あ
る
墳
墓
等
に

つ
い
て
、
移
転
改
葬
が
必
要
で
す
の

で
、
墓
地
使
用
者
及
び
死
亡
者
の
縁

故
者
は
、
平
成
四
年
九
月

二
十

一
日

ま
で
に
下
記
の
と
こ
ろ
ま
で
申
し
出

て
下
き
い
。
期
日
ま
で
に
お
申
し
出

の
な
い
場
合
は
、
無
縁
墳
墓
と
し
て

改
葬
さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い

。

場1
.. '<" 防災ミ

9 月 1 n は「防災

命を救う I r救急

消火器の点検して

ま
た
、
こ
れ
ら
の
墳
墓
等
に
つ
い

て
、
ご
存
知
の
方
に
つ
い
て
も
ご
連

絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す

。

申
出
先粗大ゴミ

回収日
コ
し重

信
町
大
字
志
津
川

九
七
二
番
地

松
山
広
域
都
市
計
画
事
業

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
者
重
信
町

(
電
話
六
四
1

二
O
O

一

企
画
課
ま
で
)

感
電
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

洗
濯
機
な
ど
に
は

必
ず
ア
l

ス
線
を
・
:

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
電
気
機
器
を
、
屋
外
や
水

気
の
あ
る
所
で
使
用
す
る
と
き
に

は
、
ア
ー
ス
線
を
取
り
付
け
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ス
線
は
、
電
気
機
器
が
万

一
漏
電
し
て
も
、
電
気
が
大
地
に

流
れ
、
感
電
事
故
を
防
ぎ
ま
す
の

で
、
電
気
工
事
店
に
依
頼
し
て
、

必
ず
ア
ー
ス
線
を
取
り
付
け
ま
し

ト
&
、
「
ノ。

財
団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部

卜. dcのことに間;患し指定場所へ出して下さい。

回収時間

M収 u の午ト.jíj 1 Oll;~' まで

(1IIJ~x. 1:'1 以外の H には出さないでトーさい。)

回収する粗大ごみ

テレビ、冷厳庫、 j先たく機、自転車、 ミシン、ベッ

ド、机、イス、家具、ふとん、じ ゅ うたん等。 ( そ

の他のものについては事前に厚生課へお問い合わせ

ド さ L 、。)

注意事項

拘世ごみ、イ心燃物 (t] ン ・ ビン頬)は従米通りの

1I 科で'Inl収しますので、キH 大ごみの回収には出さな

いで 卜 さし、 。

コム製品・ビニール咋(うすいアゼシート・ハウ

ス !日 ビニールシー ト) などの産業廃棄物及び.事業所

からの排n~1 はお断りします。

*IL大ごみの中にはまだまだ利用できると思われる

ものがたくさんあります。 I~Iす前にもう 一度利用で
きないか6在認しましょう 。

次の回収日は 10月 28 日 (水)て。す 。

8 月 28 日(金)午前10時まで

志|繍樋山 1Jt!! 1 粗

zl I 大
1.......1 _ 

)j'，l 口付「 み

一 回

収
場
所

可治
+
十

{番|午|午 IlJllml見 | 凶

聖 li剣[ [窪
品 1 1寸iI [r-tl 
地|地 1 i自1) I !む|窪|良 1 1両l

苦モ

t

樋
凶
地

新l~tI北 liti
野 1 1 
白 I!好 1 'r'Í'
1111 1 

村|林| 林|村|地1 1.111 111

l
 

.Ihｭ
-

「災害は忘れた頃にやってくる」
ホ 9 月 1 日は防災の日事

災害を未然に |坊いだり、被害を少なくするためには、

日頃から防災についての知識を持っていることが大切

です。
消防庁提供による防災についてのテレビ番組が次の

日 H寺に雨海放送から放送されますのでご覧下さし、。

また、家族みんなで楽しく読んで防災知識が身につ
く 冊子を差し卜.げますので、ご希望の方は総務課まで
お越し下さし、。

番組名「ご存じですか

ニ百科」

放送時間 1111 ;1'40分 -45分
欣送日・ 8 H 13 R 検証 I 風速

20m / s 

・ 8 月 27L1

σ〕日」

・ 9 月 10 日

救命上」
. 9 n 24 日

ますか

)11 

荒
木
谷
バ
ス
停

公
民
館
西
側

二
本
松

志
津
川
グ
ラ
ン
ド

八
反
地
墓
地
南
東
側

公
民
館

池
/
下
公
民
館

公
民
館

集
荷
場

遊
闘
地

品川

公
民
館

射
池
公
民
館

ポ
ン
プ
室
横

公
民
館
南
側

牛
洲
同
地
駅

北
東
人
口

野
間
集
比
判
同
明

大
地
泉
市
川

集
会
所
機

農
協
支
所
南
側

お
ん
じ
橋

成
置
所
償

.
卜
林
集
会
所

農
協
支
所
北
側
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ま点 ② ① 注持参場 すす査い 防病を ンて 核
ツ官 でが予て れい及 項意事 実 、期時幼礼接 反ぃ B のツ

六ごあ防き当ま場合ぴ重 品所 施工要頁め B 種予応な C 感染を べ B t父

四連絡 り接て日せ 当信 し C に児で防陰い G ル C Jレ
| ま種下はんは日町 ま G 、のすす性者 者接 ク

G ク二 F しにさ 、。、母に 母町はす接ツ場ムロ』 る 、 種調リ
0 さたついお 予子住 子会民次 種を べ たにつはべン 接 1) 

O いらい 。 畳 防手 票民 手 の ル、 め対ま、検査る反 種 ン
一 。、て の 接帳 帳館と 受クで にしり核結 検応査 に反種のの ・ おけリき行、ツ保役場ご 体温 は提な 印 り るンる わ核結べにで つ応

不 測を 受示 い 鑑 で よ反だ れ ル感染 すは し、 キ食
健婦 明 けの方 すう長けるのク て 査
なつらな、 お 早予発 リし結

健康づく りスクール
ツベノレクリン反応検査

↓ 2 日後

[2ベJレク リ ン反応検査 ・判定 |

健康づくりスクールを下記の通り開催します。 結 ↓巣

皆さんお誘いあわせの上おこし下さい。
| 陰性 (0 - 4州ト 1 BCGl蝿 |
| 疑防性 (5-9mmJ j )

対 象 住民 | 防相10mm以上) 寸
料金無料

|持参品 健康子1 1長
[2ベル 7 ') ン反峨査・ (再o

↓ 2 日後
場所 町民会館 [2ベノレ:7 ' ) ン反応検査・判定 | 
申し込み方法 結 ↓操

厚生課 ・保健婦まで申しこんで下さい。
| 陰性 (0 -4 mm) Iー 1 BCG閥 |
| 疑険性(ト 9mm) {)ー | 保健榊 |

fi64-2001 内線 3 1い 312 | 陽性 (10mm以上)

健康づく リスクール日程表
月日 時 /Ul '(ﾍ 目 M I!t 

月日 受付時間l 7.. 7 ール 内 容 議 日市
ツベルタリン反応 平成 3 年 6 月 l 日 ~平成 4 年 5 月 31 日 生9 月 2 日 14 ・ 00-

郡日月27 日 I゚  : 30 14: 00 講i高
松山東雲短期大ザ 附 14 : 30 検査 まれの者及び 4 歳未i向的未検査者一
生活科学制

2 「地球にやさし (J 生活環境専攻 ツベルクリン反応 9 fi 2 日にソベルクリン反応検査を受け

凶
側 14: 00 15: 30 ーあなたに b できる環境保11- 教授 9 月 4 日 14: 00- 検査・判定 た者

苛健司 '瓦 " ・・ ・ ---
t創 14 : 30 

B CG J在樋
Y ベルタリン反応検査 ・ 判定的結巣、陰

事 9 月 29 日 13: 30 1,1 : 00 講演 霊媛県 性の乳幼児
精神保健セノター

3 「メンタルへんス ケアについて」
所長 9 月 1 6 日 14: 00- ツベルタリン反応 9 月 4 目 的 yべJレ 7 リン反応枚査の結果、

ω 匝l 14 : 00 15: 30 ストレえたまっていませんかー 背木 1茸策 側 14 : 30 検査(符) 疑陽性・陽性の乳幼児

松 IlJ ifï ツベJレ 7 リ ン反応 9 月 16 日にツベル:7 1) ン反応検査を受け

第 10月 21 日 13: 30 14 : 00 論出、 ':;，; j主 P4bAロコミ- ユー-ア- イ ー 9 月 18 日 14: 00- 検査・判定(祷) fょも σ3

4 rウす ーキ ノグについて J センアー -・・ ー .. ..
骨骨

附
一楽しくみんなで世こう ー 運動指導員 H剖 14 ・ 30

BCG 彼積
Yベル 7 リノ反応検査・判定的結果、陰

|副 14 : 00 16: 00 m 111 浩正 性の礼幼児

ぷ、の

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

胃
が
ん

・

大
腸
が
ん
検
診
を
左
記

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
受
診
し
て
下
さ
い

。

〈
対
象
〉
四
十
才
以
上
の
住
民

〈
日
時
・

場
所
〉

場所 日 f3¥ 受付"寺間

9 月 3 日・ 4 日 ・ 5 日

9 月 7 日・ 8 日 ・ 9 日 午前7:30
町民会館

10 日・ 11 日 -9:30 

1 7 日・ 1 8 日・ 1 9 日

町民会館
11 月 9 日・ 10 日・ 11 日 午前8:40

(胃がん検診のみ ) ー 1 0:00

〈
料
金
〉
-

間
同
が
ん
検
診
自

己
負

担
五

O
O

円
(
町
負

担

三
二
O
O
円
)

・

大
腸
が
ん
検
診
自
己

負
担
五

O
O
円
(
町

負
担

一
0
0
0
円
)

〈
持
参
ロ
聞v

o

健
康
調
査
票
(
申
し
込
ま
れ
た
方

へ
事
前
に
送
付
し
ま
す
。
)

。

検
体
セ
ッ

ト
(
大
腸
が
ん
検
診
を

申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
事
前
に
検

査
セ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。
採
便

し
た
も
の
を
、
検

診
会
場
で
回
収

し
ま
す

。

)

〈
検
診
結
果
〉

約

一
ヶ
月
後
、
受
診
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
方
法
〉

役
場
保
健
婦
ま
で
申
し
こ
ん
で
下

支
」
い
。

@
胃
が

ん
検
診
を

受
診
で
き
な
い
人

①
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
人

②
胃
の
手
術
を
受
け
た
人

③
妊
娠
中
の
人

※

①
・

②
の
人
は
、
か
か
り

つ
け

の
病
院
で
定
期
検
診
を
受
け
て
下

支
」
い
。

ﾗ 

大腸がん検診
便のとり方は簡単です/

(下記の要領で 2 日間( 2 回)

便をとります。)

ム ピ i , 

1 / L/_; 
(~脊L ゐ永/~

I 1 / み円 .I '"t . "\.

/げJ\どこa ヒ二

使
を
ふ
き
と
っ
た
後

@い刷I~い例直U\flØ主B"~J
iiH1JIヰ ラヘルに 1<1ろと砂金
同むした EI~記入し~J.

。



健
康
診
査
結
果
報
告
会

ぷ、

健康診査結果報告会日程表

月 日 時 間 場 所

9 . 1 (火) 9 : 10-9 : 20 上村公民館|

10 : 40-10 : 50 下林集会所 |

13 : 30-13 : 40 
牛測団地第 l 集会所
(北野台団地も含む) I 

14 : 50-15 : 00 
ハリマ台団地公民館
(上樋団地も含む)

9 . 3 (木) 13 : 30-13 : 40 牛測 F品入... 民館

9 . 8 (火) 9 : 10-9 : 20 西 岡 公民館

10 : 30-10 : 40 志津川公民館

13 : 20-13 : 30 t通 口 ~、 民館

14 : 50-15 : 00 横河原公民館

9 .16t水) 9 : 30-9 : 40 上林谷集会所

10 : 40-10 : 50 上林公民館

9 . 22(火) 9 : 10-9 : 20 八反地公民館

10 : 30-10 : 40 見奈良公民館

13 : 20-13 : 30 田窪団地公民館

14 : 30-14 : 50 田 窪公 民館

9 . 24(木) 9 : 30-9 : 40 山之内公民館

10 : 50 -11 : 00 IIlT 民 ~ 自宮

13 : 30-13 : 40 南野田公民館

14 : 50-15 : 00 北野田公民館

16 : 00-16 : 10 新村公民館

の

七
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
健

康
診
査
の
結
果
報
告
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
お
こ
し
下
さ
い

。

〈
日
程
・
場
所
〉

別
表
の
と
お
り

〈
対
象
者
〉

健
康
診
査
を
受
診
し
た
者

〈
内
容
〉

保
健
婦
の
話

①
健
康
診
査
項
目
の
説
明
と
、
結

果
通
知
書
の
見
方
に
つ
い
て

②
個
人
の
健
康
診
査
結
果
に
つ
い

て
説
明
し
、
個
別
相
談
も
行
い

ま
す

。

〈
持
参
晶
〉

健
康
手
帳

,-y し報広(7) 

愛媛大学医学部市民健康講座

茂

男

章三

1 . 目的
愛媛大学医学部市民健康講座は、一般社会人の健康に関す
る意識の向上を図り、併せて地域の人々の愛媛大学医学部附
属病院に対する理解を深めることを目的とする。

2 . 対象
一般社会人約270名

3. 日 H寺
平成 4 年 9 月 19 日 出

4. 場所
愛媛大学医学部第一臨床講堂(温泉郡重信町大字志津川)

5. テー7

お年寄りのボケ(老年期痴呆)について
6 . 講師及び内容
司会 附属病院長
*老化は防止できるか

神経精神医学教授
* 家人による痴呆の診断

神経精神医学助教授
*在宅介護のコツと限界

愛媛大学保健管理センタ一助教授

若島

村

本

j峯

木

柿

金

14ß寺一 16n寺

淳口明書

7. 受講料
無料

8 . 問い合わせ先
愛媛大学医学部総務課庶務係

岱 (0899) 64-5111 内線2013

-
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養

¥ 

。
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
身
体
活

動
は
、
①
基
本
的
生
活
に
必
要

な
体
力
を
つ
け
る
。
②
気
分
転

換
を
図
り
精
神
的
安
定
が
得
ら

れ
る
。
③
成
長
期
で
は
適
切
な

成
長
に
不
可
欠
で
あ
る
。
④
肥

満
予
防
、
循
環
機
能
の
向
上
な

ど
、
種
々
の
点
で
重
要
で
す

。

し
か
し

、

こ
れ
ら
の
効
果
を
期

待
す
る
に
は
そ
れ
が
。
適
度
。

の
運
動
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

活
動
に
応
じ
た
適
切
な
栄
養
素

の
摂
取
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

適
正
栄
養
の
裏
付
け
の
な
い
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
、
十
分
な
効
果

を
期
待
で
き
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
む
し
ろ
健
康
を
害
す
る
恐

• 

れ
が
あ
り
ま
す

o

o
-
-般
に
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
で
は

、

①
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
っ
て
消
費
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
各
栄

養
素
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
摂
取
す
れ
ば
よ
い

か
、
②
試
合
や
練
習
に
際
し
て
、

身
体
機
能
を
最
高
度
に
発
揮
す

る
に
は
、
な
に
を
、
ど
れ
だ
け
、

ど
の
よ
う
に
摂
取
す
れ
ば
よ
い

か
、
の
2

点
が
特
に
重
要
と
な

り
ま
す

。

。
ス
ポ
ー

ツ
等
で
は
、
消
費
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
筋
肉
が
発
達
す
る
と
き
で

は
、
特
に
た
ん
白
質
の
摂
取
を

増
加
す
る
必
要
が
あ
り
、
た
ん

白
質
や
鉄
が
不
足
す
る
と
貧
血

を
起
、
」
し
や
す
く
な
り
ま
す

。

ま
た
、
糖
質
や
脂
肪
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に

は
ビ
タ
ミ
ン
弘
、
島
、
ナ
イ
ア
シ

ン
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
発

汗
に
伴
う
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
水
分

の
補
給
、
高
温
や
寒
冷
環
境
、

ス
ト
レ
ス
の
多
い
場
合
で
は
、

ビ
タ
ミ
ン

A

や
C

の
摂
取
増
も

必
要
で
す

。



(8) 

| 部
設落

!?奇 |和
iZ l教
れ

同

ョ~
同

.J< 

戦
後
の
同
和
教
育
の
な
か
で
、
特

に
力
を
入
れ
て
き
た
も
の
に
「
人
権

の
歴
史
」
に
つ
い
て
の
学
習
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
部
落
差
別
が
ど
の

よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
残
さ
れ
て
き

た
か
を
歴
史
的
に
正
し
く
学
び
、
差

別
に
か
か
る
誤
解
や
偏
見
を
な
く
し

て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
和
問

題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
が

大
き
く
深
ま
り
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な

が
ら
、
な
お
誤
解
や
偏
見

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き

ま
せ
ん
。
な
か
で
も

「
部
落
差
別
の

起
こ
り
」
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
誤
っ

た
考
え
方
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
日
部
落
差
別
の
起
こ
り
に
つ
い

@

-

@

@

@

 

て
は
江
戸
時
代
の
幕
府
の
政
策
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
す
る
、

い
わ
ゆ

る

「
政
治
起
源
説
」
が
正
し
い
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
職
業
起
源
説
、
宗

教
起
源
説
、
人
種
起
源
説
な
ど
誤

っ

た
認
識
を
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

戦
国
時
代
は
下
組
上
の
時
代
で
、

身
分
と
し
て
固
定
し
た
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
戦
乱
を
統

一

し
た
の
が
信
長
や
秀
吉
で
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
継
い
だ
徳

川
家
康
ら
に
よ

っ
て
国
の
秩
序
が
定
め
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。

の'1' し幸良広

当
時
の
財
政
は
農
民
の
米
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
農
民

に
で
き
る
だ
け
多
く
の
年
貢
米
を
納

め
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
起
こ
る
農
民
の
不
平
不

満
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
、
さ
ら
に

低
い
身
分
を
つ
く
っ
て
怠
る
こ
と
な

く
税
を
納
め
る
よ
う
な
し
く
み
を
つ

く
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の
上
に

職
業
的
に
も
特
定
な
も
の
を
押
し
つ

け
て
い
っ
て
、
周
辺
地
域
と
違
っ
た

状
況
を
つ
く
り
だ
し
、
低
い
身
分
を

固
定
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
長
い
江
戸
幕
府
の
政
治

の
も
と
で
差
別
政
策
が
強
化
さ
れ
、

差
別
さ
れ
る
人
た
ち

の
入
会
権
や
水

利
権
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ
る
氏

子
権

と
い
っ
た
生
活
上
の
い
ろ
い
ろ
な
権

利
が
奮
わ
れ
、
職
業
の
あ
り
方
や
服

装
な
ど
の
生
活
様
式
・
行
動
様
式
に

ま
で
制
限
が
加
え
ら
れ
、
差
別
が
同

定
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

①
職
業
起
源
説

こ
れ
は
仏
教
の
「
け
が
れ
思
想
」

と
特
定
の
仕
事
が
同
和
地
区
に
集

中
的
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
か

ら
い
わ
れ
る
の
で
す
が
誤
り
で
す
。

②
人
種
起
源
説

人
を
人
種
に
よ

っ
て
分
け
隔
で

し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
誤
り
で
す

。

③
宗
教
起
源
説

特
定
の
宗
派
に
統

一
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
定

の
宗
派
と
結
び
つ
け
ら
れ
偏
見
が

生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
部
落
差
別
は
、
江
戸

時
代
に
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
た
の
で

す
。a

v第
三
回
「
生
会
生
き
講
座
」
ご
案
内

※

女
性
・
高
齢
者
対
象

※

日
時

八
月

二
十
八
日
働

十
三
時
三
O
分
か
ら

十
九
時
三
O
分
か
ら

同
じ
内
容
で
各

一夜
実
施

※
講
話
「
私
た
ち
と
人
権
」

聞
い
き
ず
な
で
結
ぼ
れ
て
い

る
家
族
の
中
に
も
、
色
々
な
物

の
見
方
や
考
え
方
、
意
識
の
違

い
が
あ
る
。

場日
所時.

第
二
回
人
権
講
座

八
月
-一十
一
日
樹
十三
時
五
口
分

重
信
町
田
窪

重
信
町
民
会
館
大
ホ
l

ル

「
人
権
は
人
間
関
係
の
な

か
で
」

伊
予
市
立
郡
中
小
学
校

校
長
伊
出
博
美
先
生

演
題

講
師-

特
設
人
権
相
談
所

日
時

八
月
・

一十
日
附

十
時
i

十
五
時

場
所

重
信
町
役
場

出
席
者

重
信
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
聞
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
ド
さ
い

。

一一一一、

__....，._--.ø.晶柑 -・_____-t

一
夏
の
日
差
し
の
強
い
日
に

、
車

一
を
走
ら
せ
て
い
る
と

、

前
方
に
水

一
た
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す

。

…し
か
し

、

車
が
進
む
に
つ
れ
て

、

一
そ
の
水
が
ど
ん
ど
ん
先
の
ほ
う
に

…
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
経
験
を
し

ん
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

こ
れ

一
一か逃
げ
水
で
す

。

地
鏡
、
偽
・

一
水
面
な
ど
と
も
い
い
ま
す

。

一

一
若
い
人は

、

口
l
ド

・
ミ
ラ
伽
晶

一
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す

。

止

一

逃
げ
水
は
、
強
い
日
差
し
』

一
で
地
面
に
近
い
空
気
か
暖
ま
減

~
り

、
そ

の
上
に
あ
る
空
気
と
一

一
の
温
度
差
が
大
き
く
な
っ
て
、

園

…空
気
に
密
度
の
差
が
で
き

、

光
の

一
屈
折
な
ど
も
加
わ
っ

て
起
き
る
現

一
象
で
す

。

道
路
に
水
た
ま
り
が
あ

…る
よ
う
に
見
え
る
の
も
、
こ
の
た

一
め
で
す
。

こ
れ
は
し
ん
き
ろ
う
の

一
一
種
で
、
舗
装
道
路
だ
け
で
な
く

、

一
砂
漠
や
草
原
で
も
起
き
ま
す

。

ナ

一
ポ
レ
オ
ン
が
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の

a

と
き
砂
漠
で
こ
れ
を
見
て
、
オ
ア

シ
ス
と
間
違
え
た
話
は
有
名
で
す

。

逃
げ
水
は
、
俳
句
の
夏
の
季
語

に
も
な
っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、

武

蔵
野
の
逃
げ
水
は
古
歌
に
も

一詠
ま

れ
、
「
東
路
に
あ
り
と
い
ふ
な
る

逃
げ
水
の
逃
げ
隠
れ
て
も
世

を
過
す
か
な
」
(夫
木
和
歌
抄
)
と

い
う
歌
も
残
っ
て
い
ま
す

。

と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
道
路
に
逃

げ
水
が
現
れ
や
す
い
の
で
し
ょ
う

か
。

日
本
道
路
公
団
広
報
室
の
話

に
よ
る
と

、
「

白
舗
装

(コ
ン
ク
リ

ー
ト

)
よ
り
も

、

黒
舗
装

(
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
)
の
ほ
う
が
熱
し
や
す

-
E

い
の
で
、
逃
げ
水
が
見
え
る

.

.

 こ
と
が
多
い
の
で
は
」
と
の

.

.

 こ
と
で
す
。

.

.

 
八
月
十
日
は

「
道
の
日
」
、

.

.

 そ
し
て
八
月
は

「
道
路
を
ま

.

.

 も
る
月
間

」
で
す

。

道
と
生

.

.

 活
の
か
か
わ
り

、

魅
力
あ
る

・
・
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て

、

み
ん
な

で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

-・E函直面・ー・・・・

一一一一一一一一一一品目一一一一一一一一一一一

f且--- --，__ .... -官



国
道
刊
号
重
信
道
路

供
用
開
始

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
国
道
十

一
号
重
信
道

路
の
う
ち
、
川
内
町
南
方
か
ら
重
信

町
志
津
川
間
延
長
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

が
こ
の
程
完
成
し
、
七
月
二
十
四
日

に
開
通
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

瞳
岨
世
田
園
地
方
組
曲
局
一
一
四

ぷ、の~ -y し幸良広(9) 

愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
で
は
、
七
月
七
日
か
ら
完
全
週

休
二
日
制
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
県
庁
と
地
方
局
な

ど
県
の
機
関
は
、
七
月
第

二
週
か
ら

毎
週
土
曜
日
を
閉
庁
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
県
立
病
院
も
七
月

二
十
五

日
か
ら
毎
月
の
第

二
・
第
四
土
曜
日

の
外
来
診
療
を
休
診
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
(
平
成
五
年

一
月
か
ら
は
、
毎

週
土
曜
日
が
休
診
に
な
り
ま
す

。
)

な
お
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
花
き
総
合
指
導

セ
ン
タ

ー

、
図
書
館
、
美
術
館
な
ど

の
施
設
は
、
従
来
ど
お
り
業
務
を
行

っ

て
お
り
ま
す
の
で

、
詳
し
く
は

御

非血縁者間骨髄移植希望患者
受付開始のお知らせ

利
用
に
な
る
施
設
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

県
で
は
、
事
務
処
理
を
一
層
効
率

的
に
行
い
、
皆
様
方
に
で
き
る
だ
け

御
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
回

の
措
置
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
今

後
と
も
県
政
の
推
進
に
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(財)骨髄移植推進財団では昨年12月の財団設立以来

ドナー募集を進めてまいりましたが、多くの方々 の

善意に支えられ骨髄データセンターへ登録して項い

たドナー希望者は 5 月末日で 6 千人を越えておりま

す。

このたび非|血縁者間骨髄移植を希聾される患者さ

んについて適合ドナーの検索依頼を受け付けること

になりました。申請方法等詳しいことは、下記まで

お問い合わせ下さし、。

o (財)骨髄移植推進財団

〒1 60 東京都新宿区新宿 1 -29-8 

公衛ビル内

T E L 03-3355 - 504H内

FAX 03-3355-5090 

0愛媛県保健環境部

薬務課 T E L 41-2111 



(10) 
ぷ、のlデし幸良広

新刊図書案内

〈歴史> 0 大モンゴル(2)- N H K取材班 0 た

かが信長されど信長一遠藤周作0 われに万古

の心あり一松本健一 〈社会科学> 0 わが友本

田宗一郎一井深大0学校週 5 日制の解説と事

例一文部省 0郷土の祭り一本田安次〈家政学〉

o うちのおかず一石関善治郎 0 日本の食生活

全集 一農山漁村文化協会 〈産業・芸術> 0 国

風盆栽展一日本盆栽ta会 o速さのちがう時計

(花の詩画集)一星野富弘 0 浮世絵大系 5 歌

麿一後藤茂樹 〈語学> 0科学的な外国語学習

法 〈文学> 0 馨星物語(上 ・ 下)一宮本輝 0流

離の海(上・下)一津田ふじ子 0 山霧(上 ・ 下)

一永井路子 0 草原の記一司馬遼太郎 o二十一

世紀への手紙一曽野綾子・・・ ・・・ ・・その他多数入

荷しました。

〈今月の標語〉

小説とは往来をさまよい歩〈鏡である 。

(スタンダール)

よだ館霊童
匡ヨ図愛媛スポレク祭

町予選クロッケ一大会

6 月 28 日、重信中学校運動場

で行われました。

3 人一組、 31 チームが参加し、

日ごろの練習の成果を競い合い

ました。

なお、優勝したチームは、 8

月 30 日の郡大会に出場すること

になりました。

優勝見奈良 C

角田綱義

渡部清明

友近計正

C 

づ

B 

フ

見奈良

田窪

浮島ク

一般の部

(年齢不問)

優勝

2 位

位3 

第
四
回
菊
づ
く
り
講
座

第
四
回
(
最
終
回
)
菊
づ
く
り
講

座
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

八
月
八
日
(
土
)

場
所

町
民
会
館
玄
関
前
ロ
ビ
ー

内
容

整
木
、
せ
ん
定

他

受
講
料

無
料

講
師

愛
媛
県
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生

(
奥
道
後
)

優勝田窪東

高須賀正夫

加藤達雄

伊藤ナガヱ

東
村
池

老年 1 部

(60歳以上70歳未満)

優勝田窪

2 位上

位堀

優勝横河原

大石岩見

荒 川 一子

青野タ ケ

原
ブ
池フ

河
ク

横

浮島

堀

3 

老年2 部

(70歳以上)

優勝

2 位

位3 

一
掴一ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

園
前
期
リ

l

グ
成
績
表

部

6 5 4 3 2 1 1)1頃

横 牛 樋 下 病 チ
養

院|イ 河
沸l 口 林 ク

グ 原 よλ

/レ
フ

ス A A A A フ 名

l 2 2 4 5 7 勝

4 5 4 5 2 1 負

2 2 2 。 l 1 分

3 l 2 2 1 間

部

6 514 3 1 2 l 順

牛 北 回 第 石半 てI I.!.'と チ
洲

窪 石
フ i宰|
イ 聖子 メ ク ク
ナ

ツフ フ
JI[ J.,. 

ヌ: 回 、ソ フ' プ A 名 i

3 3 4 6 6 目券

8 5 4 3 2 l 負 l
。 。 。 。 。 。 分|
1 2 3 3 2 3 雨|

部

6 1 5 4 3 2 1 1)1頃

上 ー ド 上 八 上 回 チ

f通 反
林 林

団 I也 ム

t也 D B A キナ 窪 名

l 2 3 5 6 7 )J券

6 6 6 3 2 負
。 l 。 l 。 。 分

3 l 2 2 雨

四

部

514 3 1 2 1 1)1頃

;償 重 西 下ー 見 チ

j可 信
|司 奈 l
ク 林

原 中
フ

良 ム

C 学 フ B A 名

。 l 2 2 6 勝

2 3 4 2 。 負

3 l 。 2 。 分

3 3 2 2 2 雨

五

部

6 5 4 3 1 l )1頃

田 牛 上 役 1屈 横 チ

窪
河|

コ

ス
湖l 中本

原 J.,. 

モ

ス B A t暴 i也 B 名

2 2 3 4 7 7 勝

8 7 4 4 l 負
。 。 2 。 1 1 分
。 l 2 1 1 雨

六
部

5 4 3 1 2 1 1)1阪

下 i下 国 ，ゴ11z4、 南 チ

決1) 際
野

i!l! 回

林 ク ゴ
幸子

J 11 
{ 邑

ム
フ ノレ ク

C づ' B 
フ

フ フv

2 2 3 4 5 勝 |
4 3 5 1 2 2 負|

1 1 。 。 。 分

11210121l 旦J

七

部

6 5 4 3 2 l )1頃

上 凶 八 出 樋 チ

キナ 反
窪
宮ノ f

ワ
口

春 地 建 J.,. 

菊 岡 B ズ 設 B 名

2 2 4 4 5 5 )J券

7 4 4 2 3 2 負
。 1 1 1 。 l 分

l 3 3 2 2 雨

i¥ 

部

5 4 3 2 1 1 )1頃

ノ f 牛 見 |室 新 チ

1小" 

干す

ン 務IJ 学 ク
良 J.,. 

フ

ダ C B 昔日 フ 名

1 1 2 2 1 5 6 勝

5 1 5 4 1 1 l 負
。 。 。 。 O 分

2 1 1 2 1 2 1 雨



ぶ

重
信
地
区
婦
人
保
護

研
究
協
議
会

七
月
六
日
(
月
)
午
後

一
時
三
O
分

よ
り
標
記
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
各
界
か
ら
大
勢
の
参

加
が
あ
り
、
有
意
義
な
全
を
催
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
婦
人
相
談
所
長
、

松
山
東
警
察
署
の
婦
人
警
察
官
、
今

井
洋
子
先
生
の
講
演
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
得
る
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
又
全
を

も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

のげし報広)
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(
 

8 月 29 日(土)
10 : 00 -11 : 25 

13:00-14:25 

重信町民会館

l 回目

2 回目

場所

ツ
ん

一

映
.
イ
/
、

一

上
「
ア
サ

一

時
十

ワ

一

同

J
J
o
イ

一

J

〈

、
、

，
川d

，
，

事hぷ議，

O

一
計

O
J
N
 

7
L
W￥
 

￥
し
日

丸
山
叶

料金

持115iiffilssi
k iY 

a
，

、
‘

』
，

そ
一
一
足』
甲

hL, 
じ主九

重信町親と 子の良い映画を見る会

重信町文化協会 ・ 重信町教育委員会

定員

受講料

主催

申込締切

〈経理事務(初級)・ワープ口技術講習会〉
対 象 就業を希望する女性

科 目 経理事務(商業簿記 3 級)・ワープロ(前 4

日間)

9 月 l 臼(刈 -10月 23 日幽までの間の21 日

(土曜、日曜、及び祝祭日を除く)

毎日 9 時30分一 15時30分まで

松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センタ一

定員 30名

受講料 無料(教材費一部自己負担)

主 催 愛媛県女性職業センター

申込締切 8 月 20 日附

申し込み方法

印鑑持参の上、松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センター (ft23-2201) へ申し込んで

下さい。

〈フランス刺しゅう技術指導講習会〉
対 象 内職を希望する女性

科 目 フランス刺しゅう

日 時 9 月 3 日制-9 月 28 日伺)までの聞の 10 日

(土曜、日曜、及び祝日を除く)

毎日 9 時30分一 15時30分まで

松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センタ -

30名

無料

愛媛県女性職業センター

8 月 20 日嗣

住宅金融公庫
平成 4年度個人向け融資
~第2 回は 7 月 20 日 (月)より受付開始~

E圃困困園
田
園
同
園
圏

場会

1 . 受付期間

①マイホーム新築 7 月 20 日(月)より 9 月 11 日 樹まで

②建売住宅購入 9 月 30 日(水)まで(継続受付中)
③中古住宅購入 ・リ フォーム:平成 5 年 3 月 19 日幽ま

で(継続受付中)

時日

2. 融資額

①マイホーム新築・建売住宅購入・中古住宅購入
新築・購入する住宅の条件等により異なります。

②リフォーム:最高510万円(工事費の8割以内)
(それぞれに特別加算額もあります)

3. 金利(年)
①マイホーム新築 ・ 建売住宅購入 : 4.9% 一 5 . 6%

②中古住宅購入・リフォーム : 5.25%-5.6% 

③特別加算額 ・ 5.7%

4 . その他

詳しくは住宅金融公庫四国支店 (宮0878-25 -0511) 、

または住宅金融公庫業務取扱店までお問い合わせ下さい。

場.0.. 
:z;; 

役場の8 月土曜閉庁日

と

台、

(第 2 土曜日)

(第 4 土曜日)

8 日

22 日

閉庁日です



(12) 

閉
園
園
圃

E

ぶ

出

7

月
日
日
届
出

生
(
お
め
で
と
う
)

の'-1' し幸良広

下北南見北下樋志見
野野奈野 津良奈

林間田良田林口川

野菜束坪岡問西竹久
中山村田多田村内保

美
久宜浩秀智 壮幸義
樹史己樹雄淳司樹 一

菜雄歩佳 竜麻賞亜
那 - 亮 計b
子郎美子 也由裕子

7 7 7 7 7 7 7 6 6 

8 7 6 4 2 2 2 30 28 

要E

亡

(
お
悔
み
)

重 信町教育 相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

月 日 相談員

5 高須賀利清

12 池)11 邦男
8 

19 大森敬子

26 近藤栄宏

2 近藤良侍

9 稲荷善一
9 

16 林 トシ子

30 武智道子

毎週水曜日日時

13:00-17:00 

図書館 3 階

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

日|行事名 |時間|場所
l 不燃ごみ回収日

25(刈ト
|移動図書館
I •• _~. ~_ . _ '-... . _ •. I 9: 00 -11 : 30 I 

26附|健康診査 40才以上の一般 1 ，~: ~~ : ~ : ~~ 1 南野田公民館I ~."'~~ ._ -, -~~.- ...~ I 13:00-15:00 I 

'~'.~cーごと栂啓一所一一一一一一一一一一 U3_:9.0 :て!ι.Q9..l食.男今一務.窒
中央レディース学級(フォークダンス )

8 1 nn'~ r 移動函言一紘一一一一一一 一 一 一
27側ト一一 一一一一一一一………一一 γ γ 
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